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朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。
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大学評価基準を満たす認定マーヲ

2015オープンキャンパス聞かれる
高校生の夏休み期間を中心に、大学入学を志望する受験生やその保護者等

を対象としたf2015オーフ。ンキャンパスJを開催しました。
参加した高校生たちは、模擬授業、体験実習、ランチバイキングなどを体験。

f1日大学生jを充分に満喫し、朝日大学での“未来"を体感したようです。

「第65回全日本学生フ工ンシング王座決定戦(女子サーブル)Jで日本一に輝く
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オープンキャンパスで
朝日大学を体感

.模擬授業・キャンパス見学で1日大学生

法学部(法学科)、経営学

部(経営学科・ビジネス企画学

科)の志願者を対象としたオー

プンキャンパスを穂積キャンパ

スで開催しました。

県内外からは多くの高校生

や保護者らが来学し、映像に

よる大学紹介の後、模擬授 模擬法廷を見学し裁判の流れを理解

業、入試・奨学金説明会、キャンパス見学、学生や教職員とのフリートーク

などに参加、大いに「朝日大学」を体感したようです。

また、参加者たちは模擬法廷で裁判官席に着席したり、イングリッシュ

ランゲージサロン(ELS)で英会話を楽しむなど、朝日大学の特色や魅力

を理解・体感できるオープンキャンパスとなりました。

講義室で大学の授業を体験

市民相談室

相談内容

.各領域の看護を体験

保健医療学部看護学科

のオープンキャンパスでは、

学科説明・看護の魅力や

模擬授業を聞いた後、実習

室で教員や学生スタッフと

一緒に実習を体験。成人看

護実習室ではAEDや心臓

ELSで英会話を楽しく学ぶ

マッサージについて、母性・ 看護の模擬実習を体験

小児看護学実習室では子と守もへの授乳やジャケット着用による妊婦体験

など、各専門領域の看護に触れました。

また、大学生活の様子など自由に質問できる学生スタッフとの交流コー

ナーへも多くの参加者が訪れ、大学での学びについて理解を深めました0

.未来の歯科医師を目指す

歯学部志望者を対象とし

たオープンキャンパスでは、

全国各地から歯学部への

入学をめざす高校生、その

保護者・家族らが集い、建学

の精神や教育方針、歯科医

師国家試験への取り組み、

「患者型マネキン」ではじめての歯科治療 学費の体系、そして、歯科医

師の魅力などの説明に熱，心に耳を傾けてUミました。

参加した高校生たちは、大学生と同様に模擬講義を受講、最新鋭の

機器を備えたシミュレーション実習室において、参加者が患者型マネキン

で実際に虫歯に見立てた模型の歯を削り「歯科医療Jの現場を「ワクワ

ク、ドキドキJしながら実体験しました。
未来の歯科医師たちは、朝日大学の歯学教育を体験し、歯科医師を

めざす気持ちがより強くなったようで、す。

朝日大学では、地域の皆様との交流を深めるとともに、大学で

砂法律・経営に関するとと

行っている教育や研究の成果を皆様の生活に役立てていただ

けるよう、市民相談室を開設しています。

砂歯や体の健康に関すること それぞれの分野について専門の教職員が皆様からのご相談を

お受けし、解決に向けてのアドJ¥イスをさせていただきます。

E掴 相談は電話による予約制です / 予…r.，/Fl -~9:00-17:00 土9:…00
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北京外国語大学との

交流がより緊密に

朝日大学は、北京外国語大学との

関で「学術交流協定」を締結しました。

大友学長と彰;tt学長(右)が調印

自交流をより促進

北京外国語大学で行われた調印

式では、大友克之学長と彰允北京外

国語大学学長が協定書に調印。同

国隼副学長、部日本語学部長らが加

わった会談では、今後の交流促進に

ついて協議が行われました。

朝日大学と北京外国語大学との交流はすでに20年以上が経過して

おり、朝日大学ではこれまで同大学日本語学部学生35名を科目等履修

生として受け入れ、経営学部では1995年から現在まで同大学から日本

語学部教員を2年ごとに受け入れ、10名の先生が穂積キャンパスで中国

語教育を担当されてきました。

今回締結された「学術交流協定」では、これまでの交流実績を礎とし、

新たに学生間交流、教職員間交流、共同研究、学術関連事業並びに情

報の交換と共有などを促進していくこととなりました。

歯学部海外研修を実施

歯学部では、国際的な視野を持ち幅広く活躍できる歯科医師を育成す

るために、毎年夏季休暇等を利用し「短期海外研修」を実施しています。5

年生を対象とした海外研修の費用は金額大学で負担しており、学生にとっ

ては、国際交流を深め海外の医療の現場を知る絶好の機会といえます。

出発を前に壮行会が行われ、大友克之学長、田村康夫副学長、磯崎

篤則歯学部長、藤原周国際交流委員長ほか、関係者が出席しました。

今回海外研修に参加する学生たちは、研修先での各種研修プログラ

ムに思いを馳せ、期待に胸を膨らませると共に、それぞれの意気込みを英

語、スペイン語、中国語などの研修先の言語で堂々と発表していました。

自海外4カ国7大学へ派遣

夏季休暇を利用した2015年

度の歯学部短期海外研修は4

カ国7大学でそれぞれ行われ、8

月末までに全て終了、将来の歯

科医師たちにとって実り多い海

外研修となりました。 壮行会で決意を発表する学生たち

画 フィンランド 卜ゥルク大学

圃
北京大学口腔医学院

中国
第四軍医大学口腔医学院

カリフォルニア大学ロサンゼルス校

重量 アメリ力 テキサス大学サンアン卜二オ校
アラバマ大学I~ーミングハム校

日 メキシコ メキシコ州立自治大学

2名

5名

5名

5名

5名

5名

5名
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北欧フィンランドから

歯学部学生を受け入れ

本学と文化学術交流協定を締結し学生・教員の相互交流を行って

いるフィンランドのトゥルク大学歯学部より教員と学生が、本学歯学部で

の短期海外研修のため来日しました。

一行は、はじめに穂積キャンパスで藤原周国際交流委員長による

「朝日大学の歯学教育の現状、岐阜県の歴史と日本文化Jの講義や

トゥルク大学教員による講義を受講。附属病院では歯学部教員の指導

のもと、シミュレーション実習を体験し本学での充実した研修プログラム

に取り組みました。

.日本の歯科治療の現場を視察

穂積キャンパスでの研修を終えた一行は、岐阜市内のPDI岐阜歯

科診療所で日本の歯科治療の現場を視察。その後、岐阜市内や京

都市内で日本文化の体験をし、同行した本学学生との間で交流を深

めました。

穂積キャンパス正面玄関にて歓迎の記念撮影

ジュニア・ロースクール開講
穂積キャンパス6号館模擬法廷で、中学生を対象とした「第7回ジュニ

ア・ロースクールJを開講しました。

裁判員制度の実施に伴い、国民の司法参加が必須となった今日にお

いて、一般市民に対する法教育、さらには、若年層に対する学校での法

教育の重要性が増してしぜす。

ジュニア・ロースクールは、岐阜県弁護士会、法学部を有する朝日大

学、岐阜県内外に多数の教員を輩出している岐阜大学、そして、県内学

校の法教育推進を目的として設立された岐阜法教育研究会が連携し、

中学生の夏休み体験学習のーっとして毎年開講しているスクールです。

.模擬法廷で裁判を体験!

模擬法廷に集まった

約60名の中学生たちは、

初めて体験する裁判所

(模擬法廷)の様子に少

し緊張ぎみの様子でした

が、「裁判って、いったい

中学生たちが裁判員制度を学ぶ なんなのけ、「裁判官・検

察官・弁護士は何をしているのりなどの疑問を解決しようと熱心に受講し

ていました。
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産学連携で商品開発

I 1コラボ企画商品Jを開発

(株)セイノー商事と経営学部ビジネス企画学科で商品開発を学ぶ学

生とがコラボして企画・開発をした岐阜県産の菓子と紅茶や美濃和紙を

詰め合わせたオリジナルギフト「柿のお茶会Jの発表報告会が、穂積キャ

ンパス6号館講義室で開催されました。

.オリジナルギフトを全国に発信

学生たちが考案した「柿の

お茶会Jは、セイノーホール

デイングのグループ企業であ

るセイノー商事の社員らの協

力を得て企画・開発が進めら

れ、今夏のサマーギフトとして

インターネットショップ。で販売さ

れました。 セイノー商事とのコラボ企画商品のお披露目

穂積キャンパスで行われた発表報告会では、オリジナルギフト「柿のお

茶会jがお披露目され、企画・開発に関わった学生やセイノー商事の関

係者らから開発プロセスや商品概要が説明されました。

三重大学との連携協議会

朝日大学と三重大学は、教育水準の向上や地域社会への貢献を目

的として「包括連携協定Jを締結(2012年2月)し、人材交流や共同研究

を行っています。

今回、両大学の学長・副学長、各学

部長、事務局長等による第6国連携協

議会が穂積キャンパスで開催されまし

た。協議会では、公開講座や特別講演

会等における講師の相互派遣、多職種

連携活動の継続、施設・設備の共同利

大友克之学長が本学を代表し挟拶 用などについて協議が行われました。

I FD・SD研修会で大学の未来を学ぶ

また、引き続き開催された合同FD'SD研修会では、高等教育に関し多

数の著書を有する譲貰新聞東京本社専門委員の松本美奈氏を講師

に招き、参加者たちは熱心に「高大接続の意義Jについて学びました。

FD [faculty development] 教員の教育能力を高めるための実践的手法
SD [staff development] 事務聡員の意識改革、能力開発の実践的手法

旧本小児歯科学会学会賞J受賞
「第53回日本小児歯科学会大会総会」において、田村康夫副学長が

「日本小児歯科学会学会賞」を受賞しました。

同賞は、小児歯科学分野で25年以上にわ

たり小児歯科学ならびに小児歯科医療の向

上・発展に功績のあった者、優れた研究成果

をあげた者に対し、その顕著な貢献を称え贈ら

れる栄えある賞です。

田村副学長の益々 のご活躍をお祈りいたします。
学会貨を受賞した
田村副学長(左)

オープンスクール開講

三重県立四日市商業高等学校のオープン

スクールか穂積キャンパスで開講されました。

朝日大学では同校と20日年3月に「商業教育

に関する連携協定」を締結しており、その一環と

して開催された今回のオープンスクールでは「会

高校生が緊張した様子で講義を受講 計の大切さjを生徒たちは熱心に学びました。

オープンスクールの開講にあたり岩崎大介経営学部長が挨拶。その

後、小島一富士教授(経営学部)による「社会における簿記会計の需要

性jと題した特別講義が行われ、「簿記や会計を学ぶことは生き抜くため

の最大の武器になるJことが語られました。

.匠プロジ、エクト

四日市商業高等学校は、三重県教育委員会の「若きf匠j育成プロジ、エク

ト」の認定を受け、高い専門性を身に付けることをめざし商業教育に熱心に

取り組んでし喝高校で、今後も会計教育を中，(.、に連携を展開してまu、ります。

|高大連携で出張講座

I 118歳選挙権」の講座

選挙権年齢を18歳以上にヲ|き下げる公職選挙法の改正を受け、岐

阜県立関高等学校で政治や選挙の仕組みについて学ぶ授業が行わ

れ、2年生の生徒が「主権者意識Jについて熱心に学びました。

講師を務めた大野正博教授(法学部)

は、生徒たちに「政治にまず関心を持ち政

治を自分のこととしてとらえ、選挙で意思

表明することが大切Jと語りかけました。

.看護の道しるべ
大野教授が「主権者意詰むの大切さを講義

一方、岐阜県立各務原高等学校では、「看護の道しるべjと題した授

業が行われ、棚橋千弥子教授(保健医療学部)が生徒たちに「看護の

魅力」について解説を行いました。

授業では、看護専門職のこれから、大学と短大・専門学校の違い、看

護師をめざす人に求められるものなどについて丁寧な解説がなされ、生

徒たちはメモをとり真剣なまなざしで受講してしミました。



「建学の精神と社会生活」

I r国際協力一国際関係と外交-J
法学部と経営学部l年生の必修科目「建学の精神と社会生活Jの授業

で、外務省北米局日米安全保障条約課日米地位協定室室長の中村仁

威氏を講師に迎え、「国際協力一国際関係と外交一」と題した講義が行わ

れ、アフガニスタンやアジアにおける日本の支援状況が解説されました。

中村氏からは、「国際社会の責任ある一員として今後も積極的に貢献

する必要があること、相互理解と友好親善を深めるとともに、文化・スポーツ

などを通じた国際交流も大切であることJが語られました。

I r戦後70年:沖縄と平和J
元沖縄県知事で沖縄国際平和研

究所理事長の大田昌秀氏を講師に

迎えた講演が行われました。

「戦後70年:沖縄と平和Jと題した講
演で大田氏は、戦後70年を迎えた今

日、日本を取り巻く安全保障環境や沖

縄米軍基地問題を考えるには、まず先
大田元沖縄県知事が

の大戦における沖縄での出来事を理 「戦後70年:沖縄と平和」を語る

解する必要があることや巨額の国民の税金が支出されてU喝事実に目を向

• • • 
• • • • 
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トヨタのロジスティクス戦略

穂積キャンパス5号館講義室で、大学院経営学研究科が主催する講

演会が開催され学生や教員ら約40名が熱心に受講しました。

トヨタ自動車(株)物流管理部プロフエツショナJレ・パートナーの高松孝

行氏が講師を務め「トヨタのロジステイクス戦略jと題した講演会では、トヨ

タの概況や物流概要、トヨタにおけ

るロジステイクス戦略に関する事例

を踏まえた具体的な解説がなされ

ました。

講演終了後には、トヨタのロジス

ティクス戦略としての太い物流、物

流改善の取り組み、災害リスクへの

対応などに関して質疑応答がなさ

トヨタの

口ジスヲ

けなければならないことを解説、「若い人は、我々 と同じ間違いをしないでくだ | れ、有意義な講演会となりました。 高松氏がトヨタのロジスディクス戦略を語る
さい。平和憲法を大切にしてくださいjと受講学生に語りかけられました。

教育懇談会を開催

.建学の精神に基づく教育方針を説明

法学部・経営学部の教育懇談会が穂積キャンパスで開催されました。

両学部の懇談会では、学部長から「建学の精神jに基づく教育方針の説明

を交えた挨拶や教員紹介などがあり、その後活発な質疑応答が行われました。

「個別懇談jでは、指導教員と父母とが、学生のキャンパス内での様

子や学業成績、就職活動状況などについて個別に面談を行い、実り多

い教育懇談会となりました。

.大学、学生、父母が共通認識

また、「未来の歯科医師j育成に取り組む歯学部でも、学生、父母及び

大学の三者が共通の理解と認識を持ち「将来の歯科医師Jをめざすた
めの「教育懇談会、三者面談」の開催が今秋予定(5・6年生は今春に開

催済み)されています。

父母らが教育方針等の説明を熱心に聞く

スポーツ法学とは

「スポーツ基本法」は2011年6月に制定され、従来の「スポーツ振興法」

(1961年制定)には無かった規定が設けられた重要な法律です。

法学部(兼大学院法学研究科)で民法学を担当する佐藤千春教授

は、朝日大学市民談室(法律相談)で弁護士としての豊富な知識・経験

を生かし相談業務にあたるとともに、日本スポーツ法学会のメンバーとして

スポーツ法学に精通し、日本スポーツ法学会編f詳解・スポーツ基本法j

(成文堂:2011年)の編集・編纂に携わりました。

『詳解・スポ ツ基本法』を手にする佐藤教授

.スポーツ法学とは

指導者によるセクハラやパワハラ問題に対する対策、スポーツ事故の

発生とその予防対策、スポーツ事故が起きた場合の補償問題、さらには

スポーツ選手のプライバシー権や肖像権など多岐にわたりますが、同書

ではこうした論点について40名の専門家がわかり易く解説しており、ス

ポーツ関係者のみならず、すべての人に読んでいただきたい本の一冊と

いえます。
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学生補導講演会を開催

学生部では、「犯罪に巻き込まれないために」と題し、穂積キャンパス6

号館講義室において「学生補導講演会」を開催しました。

.自己防衛のための意識高揚を

内 講演会では、はじめに大野正博

北方署太田生活安全課長による講話

晩 学生部長の挨拶があり、その後、北
方署の太田義和生活安全課長か

ら、昨今多発している薬物、銃器、ス

トーカ一、悪徳商法等の各種犯罪に

本学学生が巻き込まれないようにと

「各自の自己防衛のための意識高

ついお〉
ず~，~'~ ~ 

瑞穂市との連携プロジェクト

.定住政策の提言

穂積キャンパス6号館講義室で、第l国産業情報研究所研究会(兼

経営学部FD研究会)が開催されました。

瑞穂市役所の馬淵好人氏を講師に迎えた研究会では、政府の「まち・

ひと・しごと創生総合戦略jに基づき朝日大学と瑞穂市とが将来にわたり

連携し定住政策を提言するための体制構築について協議が行われ、今

後も大学の研究資源の活用方策、市民のニーズや瑞穂市のどジョンの集

約方法などについて継続的な勉強会を通じ検討していくこととなりました0

.魅力発信サイト

揚Jにつながる講話やピデオ上映が行われました。学生、教職員約200名 | 経営学部では、朝日大学と瑞穂市との包括連携協定に基づき「瑞穂

の受講者たちはメモをとりつつ熱心に講師の話に耳を傾けていました。 I市の魅力発信サイト」のコンテンツ作成に取り組んでいます。

貴重図書の寄贈を受ける

図書館では、次のとおり貴重図書の寄贈を受けました。

謹んで御礼を申し上げます。

f吉田豊のぼくの戦争:戦後70年に寄せてJ(中日新聞社)2015

元岐阜県教育長、初代県美術館長を務められた吉田豊先生か

ら、ご自身の戦争体験を綴られた図書を寄贈していただきました。戦

後70年が経ち憲法解釈の議論がすすむ今、「この国は再び岐路

に立っているのではなしミか」と学生に考えてもらいたし冶1冊です。

『四日市公害の過去・現在・未来を問うJ(風媒社)2012

『エルニーニョ・ラニーニャ現象J(成山堂書庖)2010

『四日市学講義j(風媒社)2007

f四日市学:未来をひらく環境学J(風媒社)2005

f知っていますか守地球を救う暮らし方:一問一答J(解放出版社)2005

『わたしたちの学校は「まちの大気環境測定局JJ
(三重県人権問題研究社)2000

法学部及び経営学部のl年生を対象とした「建学の精神と社

会生活」で、「四日市公害から学ぶ四日市学Jの講義を行っていた
だいた三重大学教授朴恵淑先生から、学生にさらに興味を深め

てもらいたし叱計6冊の図書を寄贈していただきました。

ビジネス企商学科の畦地ゼミでは、市内在住の方々を招いて瑞穂市

の良し、ところを講話願い、イ

ンタピューなどを通じ瑞穂市

の魅力を探りその結果を

Webサイトで紹介。定住しよ

うと考えている人々に情報を

発信するという逮携プログラ

ムを実E支しました。 棚橋市長も参加いただいた「柿ジャムの開発」講話

「熱中症対策講話」を受講

「熱中症の危険性Jを学んだ

「熱中症対策講話J
が学生部主催の行事

として穂積キャンパス5

号館講義室で行わ

れ、各クラブの学生や

教職員ら約80名が受

講しました。

本講話は、この時

期「熱中症」による事故が多数報告されていることから、運動中、謀外

活動中の「熱中症の危倹性」について、学生や教職員が十分認識を

高めることを目的に毎年開催されています。

大塚製薬(株)の土屋勝哉氏から、「熱中症」の発生要因とその対

処法について分かりゃすく講話がなされるとともに、実際に身近なス

ポーツドリンクを利用した補給法が示されました。参加した学生や教職

員は、「熱中症jを身近な問題としてとらえ、みな真剣な眼差しで受講し

ていました。



自転車競技

学生チャンビオンが誕生

自転車競技部は、学生チャンピオンを決める「第56回全日本学生選手権大

会Jが日本CSC(静岡県)で開催され、渡漣朔太郎選手(ビジネス企画3年:岐
阜)が4km個人追い抜き競走で、優勝し、みごと学生チャンピオンに輝きました。

学生選手権ではほかに、個人ロード、1krnTT、タンデムSP、4krnIPの4種目

での準優勝を含め合計14の入賞数をかぞえ、朝日大学の競技力の高さを発

揮しました。

.西日本インカレi10連覇j

また、奈良競輪場(奈良県)で行われた「第51回西日本大学対抗選手権

大会jで、スプリント、1krnTT、ケイリン、3加lIP、4krnIP、タンデムSP、チームSP、

4krnTPの8種目での優勝を収め圧倒的な強さを発揮。西日本インカレの「総

合優勝」を果たすとともに、この大会前人未到の10連覇の栄冠に輝きました。

全日本学生選手権大会で優勝の渡遁選手

フェンシンク、

「全日本学生王座決定戦Jを制す
体育会フェンシング部は、「第65回全日本学生フェンシング王座決定

戦J(京都府:大山崎町体育館)において決勝戦で中京大学に勝利し「女
子サーブル団体」で4年ぶり7度目の優勝を飾り、学生日本一に輝きました。

王座決定戦は、東西の学生リーグ戦を勝ち抜いた上位2校のみに出

場権が与えられ大学ナンノ¥-ワンを決める大会。みごと王座を奪還した

フェンシング部の全日本インカレでのさらなる成果が期待されます。

ボウリング

オールジヤノミンレディース優勝
体育会ボウリングチーム(BlueFlash)の入江菜々美選手(ピジ、ネス企

画1年.岐阜)は、新狭山グランドボウル(埼玉県)で開催された「第28回

オールジャパンレディースボウリングトーナメントjに出場し、みごと女王(ヤ

ングの部)の栄冠を手中におさめました。

また、本学OGの竹川ひかる選手(ぎふ瑞穂スポーツガーデン)も、同

トーナメントで入江選手に敗れはしたものの3位入賞をはたし:ました。

両選手の今後の圏内外でのさらなる活躍が期待されます。

ASAHI University News Letter 

ラグビー

• • • 
• • • • 
SPORTS 

東海リーグ連覇に向けて

好発進

体育会ラグビー部は、穂積キャンパスラクーピー場(岐阜県)で開催され

た「第20回ギフセブンズ大会」に出場しみごと優勝に嫁きました。

.熱戦が繰り広げられる

「ギフセブンズ」は7人制のラグビー大会で、今大会には大学、社会人、

クラブPチームの6チームが出場しリーグ戦で覇を競u、ました。本学ラグビー

部(Bチーム)は決勝戦で社会人チームぎふ清流ラガーズに28vs26で優

勝を果たしました。

昨シーズン東海リーグで5連覇を成し遂げたラグビー部、リーグ6連覇に

向けて好発進となった「ギ、フセフ9ンズ大会」でした。

スポーツフェスティバル開催

体育会が一般社団法人ぎふ瑞穂スポーツガーデンと共催して、穂積

キャンパス体育館なと守で「第6回スポーツフェステイパルJを開催。地元の小・

中学生や保護者ら約300名が参加し大学生らとのスポーツを楽しみました。

今回で6回目の開催となった向フェステイパJレは、全学をあげスポーツ

活動を支援している朝日大学が、地域貢献活動としてレクリエーションを

通じてスポーツに親しんでもらおうと開いたスポーツイベントで、地域住民

と学生の交流の場となっています。

.子供たちとスポーツ体験

体育会所属の各クラブの部員らが指導者となり、的あて、大玉転がし

など遊びの要素を取り入れたレクリエーションを運営。午後には部員たち

による卓球、フェンシングやハンドボールのミニ試合が行われ、迫力あるプ

レーやユニフォーム姿に子供たちは歓声をあげて目を輝かせてu、ました。

レクリ工ーションを楽しむ子供たち

07 
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岐阜新聞社による

業界セミナー開催される

経営学部2年生必修科目「キャリア形成IJの講義の一環として「業界
研究会」が開催されました。

講師を務めた岐阜新聞社取締役販売局長の矢島葉氏からは、

「ニュースから見た社会一新聞と多角的な事象の見方-Jと題した講義
で、「原発問題、沖縄基地問題、外交問題」を題材とし、ニュース記事に

ある「客観的報道」と「主観的報道」から、それぞれの事象の背景を考察

し物事を多角的に捉えることが大切であることを解説いただきました。

岐阜新聞と朝日大学とは、岐阜県を中心とした地域社会に寄与するこ

とをめざし「包括的連携協力に関する協定」を締結し、人材育成や地域

振興をはかり地域社会への貢献を推し進めています。

岐阜新聞取締役販売局長矢島氏が講師を務める

.就活経験を語る

また、穂積キャンパス6号館大講義室では「就職活動体験講演会」が

開催され、約150名の学生が熱心に受講しました。

本学卒業生で講師を務めた西濃運輸(株)の岩田哲弥氏(2005年度

経営学部卒)と(株)日吉の米須勇賞氏(2013年度経営学部卒)の両氏

から、就職活動の成功・失敗談、社会人として身に付けておくべき能力な

どについて、自身の職務内容や職場環境の解説をふまえながら後輩の

学生たちに語りかけていただきました。

朝日祭告知11 盛りだくさんのイベントを予定

「第45回朝日祭Jが盛大に開催されます。
皆犠お誘い合わせのうえ、ご来場ください。

期日 2015年 10/16(金)・17(土)・18(日)

テーマ若者たちに活力を

催し(予定) ライブ、コンサー卜、模擬庖、ビンゴ大会、工コキャンペーンなど

08 

9月から全面禁煙スタート
朝日大学では、9月1日から敷地

内の全面禁煙を実施します。

穂積キャンパス6号館講義室で

は、全面禁煙の実施を前に学生・

教職員を対象とした「禁煙講習会一

禁煙のススメー」が開催され、講師を

飯田氏が「禁煙の必要性」を解説 務めた岐阜県総合医療センター主

任部長・内科部長の飯田真美氏から、喫煙や受動喫煙による疾患・推

定死亡者数なとやが示され「禁煙の必要性jが解説されました。

.安全運転講習会

また、自転車で危険な行為を繰り返す運転者に対し安全講習会の受

講を義務付けた改正道路交通法の施行を受けて、学生部の主催による

「自転車安全運転講習会Jが開催されました。
瑞穂市市民安全対策監の杉江功氏が講師を務め、「自転車は車道

が原則・歩道は例外、車道は左領ij通行Jなどの自転車安全利用五則を
例示し、受講学生らに自転車の安全運転が呼びかけました。

防災訓練を実施

将来発生すると予測される大規模地震等に備え、穂積キャンパス内

の6号館及び附属病院で、岐阜県北方警察署並びに瑞穂消防署の協

力のもと教職員・学生約290名が防災訓練を行いました。

震度6強の大地震及び火災発生を想定した今回の訓練では、教職

員・学生が地震に対する「身の安全確保、避難誘導、要救護者の救

助jや、出火した場合の「初期消火、延焼防止措置、非常用消防設備

の使用」などの対応に実践的に取り組みました。

また、岐阜県北方警察

署と朝日大学とは、本年2

月に「連携協力に関する

協定Jを締結しており、今
回は瑞穂消防署との合

同訓練「化学防護活動」

が併せて行われ、緊迫し

た訓練の様子が避難所

となった体育館にライブ

映像配信されました。 防災訓練での川学防護活動」の様子

、

昨年の朝日祭の様子 同左
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